






要約:静岡県では昭和 48 年から 3才児健診の一環として検尿を行なっており、毎年度、県

内在住 3 才児の約 80%については検尿が行なわれている。しかしシステム化についてはま

だその緒についていない状態であり、また検尿そのものの精度管理についても検討すべき

ところがあるものと考えられる。まず検査体制、また検尿結果のフォローアップ体制を確

立するところがらシステム化を進めるべきであろう。 


